
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書

　
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

回

締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

開
催
が
約
４
カ
月
後
に
迫
っ
た
。
し
か
し

２
０
１
３
年
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み

ポ
ス
ト
京
都

議
定
書

を
巡
る
事
前
交
渉
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

年
末

に
メ
キ
シ
コ
で
開
い
た
前
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
先
進
国
と
途
上
国
が
歩

み
寄
り
カ
ン
ク
ン
合
意
を
採
択
。
枠
組
み
策
定
へ
道
筋
を
示
し
た
が
、

そ
の
後
の
交
渉
で
は
両
陣
営
の
意
見
対
立
が
再
び
激
化
し
て
い
る
。

カンクン合意の概要
・工業化以前に比べて気温上昇２度Ｃ以内に抑えると
の観点からの大幅削減の必要性を認識。 年まで
の世界規模の大幅削減、早期の排出減少への転換に
合意

・適応対策を推進するための「カンクン適応枠組み
（フレームワーク）」を設立

・先進国が提出した排出削減目標と、途上国が提出し
た排出削減行動について条約事務局が文書化。同文
書に記載された削減目標や削減行動の実施に留意

・京都議定書の第１約束期間と第２約束期間の間に空
白が生じないように、できるだけ早く結論を出す

・先進国の支援を受けた途上国の排出削減行動につい
て国際的に検証

・ＣＯＰ で新しい市場メカニズムの構築を検討

・途上国における森林減少・劣化に由来する排出の削
減（ＲＥＤＤ＋）の対象範囲や、活動を展開する考
え方などを規定

・長期資金について 年までに先進国が共同して年
億ドルを動員。新たな「緑の気候基金」を設立

カンクン合意

交渉は遅れ気味

京都議定書

揺らぐ国内目標
ＥＵ議長国

ＣＯＰ控え再び対立
削
減
目
標
透
明
性
高
め
る

先進国と途上国どこまで歩み寄り

延
長
反
対
の
日
本
は
少
数
派

％減堅持へ知恵

慎
重
な
ト
ー
ン
広
が
る

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 　　

　
現
行
の
京
都
議
定
書
が
先

進
国
に
排
出
削
減
を
義
務
付

け
て
い
る
期
間
は

―

年

の
５
年
間
。
そ
の
後
も
議
定

書
の
下
で
新
た
な
削
減
期
間

を
設
定
し
先
進
国
に
排
出
削

減
を
義
務
付
け
る
か
ど
う

か
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
大
き
な

争
点
と
な
っ
た
。

　
日
本
は
議
定
書
の
下
で
の

新
た
な
削
減
期
間
の
設
定
に

強
く
反
対
。
米
国
や
中
国
な

ど
全
て
の
主
要
国
が
参
加
す

る
公
平
で
実
効
性
の
あ
る
新

た
な
枠
組
み
の
創
設
を
一
貫

し
て
主
張
し
続
け
た
。

　
議
定
書
で
削
減
を
義
務
付

け
ら
れ
た
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
全
て
足
し
て
も

世
界
全
体
の
３
割
弱
に
し
か

な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
枠
組

み
を
継
続
す
る
と
一
部
の
国

だ
け
が
削
減
義
務
を
負
う
不

公
平
な
状
況
が
固
定
化
さ
れ

て
し
ま
い
、
地
球
全
体
の
排

出
削
減
を
進
め
る
上
で
実
効

性
が
低
い
と
の
思
い
が
日
本

に
は
あ
る
。

　
一
方
、
途
上
国
陣
営
は

年
以
降
の
国
際
的
な
地
球
温

暖
化
対
策
に
空
白
が
生
じ
る

こ
と
を
懸
念
。
現
在
の
地
球

温
暖
化
を
招
い
た
の
は
先
進

国
で
あ
り
、
議
定
書
の
下
で

次
の
削
減
期
間
を
設
定
す
る

べ
き
だ
と
す
る
「
延
長
論
」

を
強
く
唱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
議
論
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
決
着

で
き
ず
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
持
ち

越
し
と
な
っ
た
。
現
在
、
日

本
の
姿
勢
に
は
カ
ナ
ダ
や
ロ

シ
ア
が
同
調
。
一
方
、
欧
州

連
合

Ｅ
Ｕ

は
条
件
付
き

で
「
延
長
」
を
容
認
す
る
姿

勢
に
転
じ
て
お
り
、
日
本
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

▲Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
議

長
を
務
め
る
南

ア
フ
リ
カ
の
ヌ

コ
ア
ナ
マ
シ
ャ

バ
ネ
外
相

　
カ
ン
ク
ン
合
意
の
意
義
は

京
都
議
定
書
を
離
脱
し
た
米

国
を
含
む
先
進
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
と
、
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
を

含
む
途
上
国
の
排
出
削
減
行

動
が
国
連
の
正
式
な
文
書
の

中
に
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
に

あ
る
。
全
て
の
主
要
国
が
参

加
す
る
新
し
い
枠
組
み
の
採

択
に
向
け
て
重
要
な
一
歩
と

な
っ
た
。

　
各
国
が
進

め
る
排
出
削

減
の
透
明
性

を
高
め
る
た

め
、
測
定
・

報
告
・
検
証

Ｍ
Ｒ
Ｖ

の
仕
組
み
を

規
定
。
先
進

国
に
よ
る
途

上
国
へ
の
短
期
・
長
期
の
資

金
支
援
や
技
術
支
援
、
島
国

な
ど
で
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る

地
球
温
暖
化
被
害
へ
の
対
応

策

適
応

な
ど
も
盛
り
込

ん
だ
。

　
同
合
意
の
土
台
と
な
っ
た

の
は
、

年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
日
米
欧
な
ど

数
カ
国
が

ま
と
め
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

合
意
。

　
た
だ
密
室
で
の
合
意
案
作

成
に
批
判
が
噴
出
し
正
式
な

文
書
と
し
て
の
採
択
に
至
ら

ず
、
逆
に
国
連
の
下
で
多
国

間
の
議
論
を
進
め
る
こ
と
へ

の
限
界
論
を
呼
び
起
こ
す
結

果
と
な
っ
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
議
長
を
務
め

た
メ
キ
シ
コ
の
エ
ス
ピ
ノ
サ

外
相
は
、
議
論
の
透
明
性
に

最
大
限
配
慮
。
各
国
の
信
頼

を
地
道
に
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
で
カ
ン
ク
ン
合
意
の
採

択
に
こ
ぎ
着
け
、
国
連
の
交

渉
プ
ロ
セ
ス
へ
の
信
頼
も
回

復
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

年
７
月
１
日
に
Ｅ
Ｕ
の

議
長
国
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
交
代
し
た
。

任
期
は
年
末
ま
で
の
半
年

間
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
向
け
た
Ｅ

Ｕ
の
交
渉
方
針
の
か
じ
取
り

も
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

年
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

開
催

国
で
も
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
だ

が
、
石
炭
火
力
発
電
所
を
多

く
抱
え
て
い
る
た
め
地
球
温

暖
化
対
策
に
は
消
極
的
と
さ

れ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
現
在
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を

年
ま

で
に

年
比

％
減
ら
す
目

標
を
掲
げ
、
ほ
か
の
主
要
排

出
国
が
同
等
の
努
力
を
す
る

な
ど
の
条
件
付
き
で
削
減
幅

を

％
に
引
き
上
げ
る
方
針

を
示
し
て
い
る
が
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
目
標
引
き
上
げ
に
強

硬
に
反
対
し
て
き
た
。
日
本

の
非
政
府
組
織
関
係
者
は

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
積
極
的
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
期
待
し
に

く
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
Ｅ
Ｕ
の
交
渉
方
針
で
注
目

す
べ
き
は
、
京
都
議
定
書
の

新
た
な
排
出
削
減
期
間
設
定

を
巡
る
対
応
。
昨
年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ

に
向
け
て
条
件
付
き
で

削
減
期
間
設
定
を
認
め
る
姿

勢
を
打
ち
出
し
た
が
「
最
近

は
以
前
の
よ
う
な
前
向
き
な

ト
ー
ン
を
抑
え
て
い
る
」
と

日
本
政
府
関
係
者
は
話
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
向
け
た
Ｅ
Ｕ
の

交
渉
方
針
は
、
今
年

月
の

環
境
相
理
事
会
で
固
ま
る
模

様
で
、
日
本
と
し
て
も
目
が

離
せ
な
い
。

　
カ
ン
ク
ン
合
意
を
発
展
さ

せ
新
た
な
枠
組
み
の
採
択
に

つ
な
げ
ら
れ
る
か
―
。

年

の
国
際
交
渉
に
与
え
ら
れ
た

課
題
を
一
言
で
ま
と
め
る
と

こ
う
な
る
。
た
だ
実
際
の
交

渉
は
先
進
国
と
途
上
国
の
対

立
が
再
び
表
面
化
し
議
論
は

停
滞
し
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
向
け
た
国
連

の
作
業
部
会
は
、

年
４
月

に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
、
６
月

に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
か
れ

た
。
し
か
し
両
会
合
と
も
議

題
の
設
定
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
に
多
く
の
時
間
を
消

費
。
京
都
議
定
書
の
下
で
の

新
た
な
削
減
期
間
設
定
を
巡

る
意
見
対
立
も
続
き
、
実
質

的
な
進
展
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
今
年

月
末
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

開
幕
ま
で
に
残
る
作
業
部
会

は
、

月
の
パ
ナ
マ
会
合
の

み
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
含
め
て
も

正
式
な
交
渉
日
程
は
３
週
間

し
か
な
い
。
国
連
の
正
式
な

交
渉
プ
ロ
セ
ス
と
は
別
に
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ

議
長
国
の
南
ア
フ

リ
カ
が
主
催
す
る
閣
僚
級
会

合
な
ど
が
開
か
れ
る
予
定
も

あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
議
論
を

詰
め
ら
れ
る
か
は
未
知
数

だ
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
議
長
を
務
め

る
南
ア
フ
リ
カ
の
ヌ
コ
ア
ナ

マ
シ
ャ
バ
ネ
外
相
は
６
月
に

来
日
し
た
際
の
会
見
で
「
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
、
フ
ェ
ア

で
、
公
平
性
の
取
れ
た
結
論

に
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
強

調
。
「
主
要
経
済
国
は
重
い

責
任
を
負
っ
て
い
る
。
排
出

削
減
に
ギ
ャ
ッ
プ

空
白

が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
特
に
主

要
経
済
国
に
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
」

と
訴
え
た
。

　
３
月

日
の
東
日
本
大
震

災
発
生
で
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
向
け
た
日
本
の
戦
略

に
狂
い
が
生
じ
た
。

年
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

年
比

％
削
減
す
る
中
期
目

標
は
原
子
力
発
電
所
の
新
増

設
を
前
提
と
し
た
も
の
。
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
で
今
後
の
新
増

設
は
困
難
と
な
る
中
、
戦
略

再
構
築
が
急
務
と
な
る
。

　
産
業
界
は
震
災
以
前
か
ら

国
際
的
な
公
平
性
や
実
現
可

能
性
、
国
民
負
担
の
観
点
か

ら
中
期
目
標
の
見
直
し
を
求

め
て
き
た
。

今
後
、
こ
う

し
た
圧
力
が

一
層
高
ま
る

可
能
性
が
あ

る
。

　
た
だ
目
標

の
安
易
な
引

き
下
げ
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー

や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
の

研
究
開
発
意

欲
を
減
退
さ

せ
、
日
本
が

培
っ
て
き
た

環
境
技
術
の

強
み
の
喪
失

に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
ポ
ス
ト
京
都
議

定
書
の
国
際
交
渉
を
進
め
る

上
で
、
目
標
を
引
き
下
げ
る

と
日
本
の
発
言
力
は
著
し
く

低
下
す
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。

　
江
田
五
月
環
境
相
は
６
月

日
の
就
任
会
見
で
「
原
発

が
こ
う
な
っ
て
い
る

停
止

し
て
い
る

か
ら
す
ぐ
に
目

標
を
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

％
削
減
目
標
を
堅
持
す
る

方
針
を
表
明
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
を
例
に
挙
げ
「
一
生
懸

命
、
目
標
達
成
の
た
め
に
汗

を
か
き
、
知
恵
を
絞
り
、
国

民
全
体
で
議
論
を
起
こ
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
。


